
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Mechanical Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Computational Mechanics 2 units (selection)

Atsuya Oishi ·Associate Professor / Mechanical Science, Department of Mechanical Engineering

Target〉 今や設計はルールに基づく設計から，解析・シミュレーションに基づく
設計へと変わりつつある．解析・シミュレーションによる 設計が可能となっ
たのは，差分法や有限要素法など偏微分方程式の離散化解法を中心とする計
算力学手法とコンピュータの目覚しい発展によるところが大きい．本講義で
は，偏微分方程式の離散化解析手法の基礎概念を詳述する．

Outline〉 最初に差分近似と差分法について解説し，次に重みつき残差法に基づ
く近似解法，最後に有限要素法の定式化を解説する．

Keyword〉 finite element method, 数値解法
Fundamental Lecture〉 “Numerical Analysis”(1.0), “Strength of Materials 1”

(1.0)

Relational Lecture〉 “Machine Design”(0.5),
“Computer Graphics and Computer-Aided Drawing Practice”(1.0), “Design
Engineering”(1.0)

Requirement〉 コンピュータの基本操作，プログラミング，材料力学の基礎を良
く理解しておくこと．

Notice〉 パソコンを利用できることが望ましい．
Goal〉

1.差分近似と差分法について理解する．(授業計画 1-5)
2.重みつき残差法を理解する．(授業計画 6-9)
3.有限要素法の定式化を理解する．(授業計画 10-15)

Schedule〉
1. 1次元熱伝導問題の定式化
2.テーラー展開と差分近似
3. 1次元熱伝導問題の差分法による定式化
4.境界条件の差分近似
5. 2次元・3次元における差分近似
6.試験関数と重みつき残差法
7.弱形式とガラーキン法
8.境界条件
9.ガラーキン法の誤差

10.区間の分割と有限要素
11.形状関数
12.要素間境界における連続性

13.有限要素法の定式化
14.要素行列と全体行列
15.有限要素法の誤差
16.期末試験

Evaluation Criteria〉 期末試験 (70%)および授業への取組状況 (30%)をもとに総
合的に評価し 60%以上を合格とする．

Relation to Goal〉 (A)20%，(B)80%に対応する．
Textbook〉 O.C.Zienkiewicz and K.Morgan, Finite Elements & Approximation,

Dover, 2006
Reference〉
�三好俊郎 「有限要素法入門」 培風館
�矢川元基・吉村忍 「有限要素法」 培風館
�菊地文雄 「有限要素法概説 (新訂版)」 サイエンス社

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215817
Student〉 Able to be taken by night course student of same department
Contact〉
⇒ Oishi (M622, +81-88-656-7365, oishi@me.tokushima-u.ac.jp) Mail

Note〉
�数学と力学のおりなす楽しさを理解してくれたらと思う. 数学と力学を良
く勉強しておいて下さい.
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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